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吉
村
典
久
先
生
は
、
本
年
三
月
末
を
も
っ
て
、
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
を
定
年
退
職
さ
れ
る
。

　

吉
村
先
生
は
、
一
九
八
三
年
に
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
法
律
学
科
を
ご
卒
業
さ
れ
た
後
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
に

進
学
さ
れ
、
一
九
八
八
年
三
月
ま
で
在
籍
さ
れ
た
。
そ
の
間
、
一
九
八
六
年
九
月
か
ら
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
ケ
ル
ン
大
学
法
学
部
博

士
課
程
で
租
税
法
学
の
研
究
を
続
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
専
修
大
学
を
経
て
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
に
、
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
助
教

授
に
着
任
さ
れ
た
。
大
学
院
法
務
研
究
科
（
法
科
大
学
院
）
助
教
授
、
同
教
授
を
経
て
、
二
〇
一
〇
年
四
月
か
ら
法
学
部
教
授
と
し

て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

　

先
生
は
、
法
学
部
法
律
学
科
在
籍
中
に
、
木
村
弘
之
亮
先
生
の
主
催
す
る
研
究
会
に
所
属
し
、
租
税
法
の
分
野
に
興
味
を
持
た
れ

た
。
大
学
院
時
代
に
は
、
行
政
法
の
金
子
芳
雄
先
生
（
慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
）
に
師
事
し
つ
つ
、
引
き
続
き
木
村
弘
之
亮
先
生

の
指
導
を
受
け
、
応
能
負
担
原
則
の
研
究
に
没
頭
さ
れ
た
。
そ
の
間
、
日
本
租
税
法
学
の
ト
ッ
プ
級
研
究
者
で
あ
っ
た
金
子
宏
先
生

（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
が
主
催
す
る
租
税
法
研
究
会
な
ど
で
日
本
の
租
税
法
学
を
先
導
す
る
研
究
者
た
ち
と
切
磋
琢
磨
し
、
租
税
法

の
発
展
の
渦
中
に
身
を
置
い
て
お
ら
れ
た
。
ケ
ル
ン
大
学
法
学
部
博
士
課
程
で
は
、
租
税
法
研
究
所
の
研
究
室
一
室
を
与
え
ら
れ
る

な
ど
ド
イ
ツ
租
税
法
学
会
の
泰
斗
で
あ
るK

laus T
ipke

教
授
の
知
遇
を
得
て
、
租
税
正
義
と
体
系
思
考
に
よ
る
租
税
法
の
分
析

手
法
を
習
得
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、T

ipke

教
授
の
退
職
後
は
、Joachim

 Lang
教
授
の
指
導
を
受
け
、
応
能
負
担
原
則
と
家
族
課

税
の
関
係
に
も
目
を
向
け
ら
れ
た
。

　

先
生
は
、T

ipke

教
授
の
忠
実
な
使
徒
で
あ
り
、「
テ
ィ
プ
ケ
・
シ
ュ
ー
レ
（T

ipke Schule

）」
の
一
員
と
し
て
、「
租
税
正
義
と
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体
系
思
考
」
の
方
法
論
を
受
け
継
い
で
い
る
。
租
税
正
義
を
掲
げ
な
が
ら
、
決
し
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
議
論
に
陥
ら
ず
、
複
雑
か

つ
難
解
な
租
税
法
の
問
題
を
丁
寧
に
繙
き
、
精
緻
な
分
析
を
行
う
や
り
か
た
は
、
先
生
の
学
問
に
対
す
る
真
摯
さ
を
よ
く
表
し
て
い

る
。
ま
た
、
他
の
法
分
野
と
の
関
連
や
、
他
の
論
点
と
の
平
仄
を
俯
瞰
す
る
広
い
視
点
に
よ
っ
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
体
系
思
考

を
体
現
さ
れ
て
お
り
、「
日
本
に
お
け
る
テ
ィ
プ
ケ
・
シ
ュ
ー
レ
の
砦
」
と
し
て
存
分
に
活
躍
さ
れ
て
き
た
。

　

先
生
の
ご
研
究
は
、
応
能
負
担
原
則
、
恒
久
的
施
設
概
念
、
借
用
概
念
論
な
ど
、
租
税
法
お
よ
び
国
際
租
税
法
の
中
核
と
な
る
基

礎
概
念
に
焦
点
を
当
て
、
丁
寧
な
検
討
と
鋭
い
分
析
力
を
も
っ
て
、
通
説
的
見
解
の
弱
点
を
鮮
や
か
に
描
き
出
す
、
重
厚
で
知
的
興

奮
を
搔
き
立
て
ら
れ
る
も
の
が
多
い
。
そ
の
一
方
で
、
ド
イ
ツ
・
ア
メ
リ
カ
を
対
象
と
し
た
比
較
研
究
が
主
だ
っ
た
日
本
の
租
税
法

研
究
に
お
い
て
、
一
連
の
フ
ラ
ン
ス
租
税
手
続
法
の
翻
訳
を
行
い
、
そ
こ
か
ら
日
本
へ
の
示
唆
を
得
ら
れ
た
こ
と
、
仮
想
世
界
や
ポ

イ
ン
ト
を
含
む
バ
ー
タ
ー
取
引
の
研
究
を
い
ち
早
く
行
っ
た
こ
と
等
、
基
礎
的
な
研
究
で
培
わ
れ
た
知
見
を
活
か
し
て
新
た
な
世
界

を
切
り
拓
く
こ
と
に
も
長
け
て
お
ら
れ
、
そ
の
著
作
は
い
つ
も
刺
激
的
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
研
究
業
績
は
、
先
生
の
卓
越
し
た
言
語
能
力
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
先
生
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
感

銘
を
受
け
て
学
生
時
代
に
フ
ラ
ン
ス
語
を
修
め
ら
れ
、
租
税
法
の
研
究
に
あ
た
っ
て
ド
イ
ツ
語
を
習
得
さ
れ
た
。
外
国
語
だ
け
で
な

く
、
日
本
語
に
お
け
る
そ
の
格
調
高
い
文
章
は
、
多
く
の
租
税
法
学
徒
の
心
を
虜
に
し
て
い
る
。

　

先
生
の
鋭
い
分
析
力
は
、
教
育
に
お
い
て
も
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
て
き
た
。
先
生
の
弟
子
で
あ
る
漆
さ
き
大
阪
経
済
大
学
経
済
学

部
准
教
授
に
よ
れ
ば
、
先
生
の
質
問
や
コ
メ
ン
ト
時
に
は
、
教
室
は
真
剣
な
空
気
で
緊
張
感
が
保
た
れ
、
授
業
の
中
で
、
学
問
に
真

摯
に
向
き
合
う
こ
と
を
自
然
と
学
生
に
教
え
て
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ゼ
ミ
で
先
生
は
「
学
生
た
ち
が
一
致

団
結
で
き
る
よ
う
、
共
通
の
敵
に
な
る
」
と
述
べ
ら
れ
、
そ
の
目
論
見
通
り
、
ゼ
ミ
生
は
先
生
か
ら
の
質
問
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
共

に
勉
強
に
励
む
中
で
、
生
涯
の
友
人
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
先
生
は
、
ゼ
ミ
中
も
授
業
中
も
、
学
生
が
「
わ

か
り
ま
せ
ん
」
の
一
言
で
逃
げ
る
こ
と
を
許
さ
ず
、
い
つ
も
「
ど
こ
ま
で
わ
か
っ
て
、
何
が
わ
か
ら
な
い
の
か
」
を
言
語
化
す
る
よ
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う
促
さ
れ
た
。
そ
の
厳
し
さ
が
、
ゼ
ミ
生
の
成
長
を
強
く
後
押
し
し
た
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。
厳
し
く
と
も
、
逃
げ
ず
に
努
力
し
よ

う
と
す
る
学
生
に
対
し
て
は
辛
抱
強
く
付
き
合
い
、
学
生
の
た
め
に
い
つ
も
心
を
砕
い
て
く
だ
さ
る
先
生
の
あ
た
た
か
さ
が
、
学
生

に
大
き
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
先
生
の
辛
抱
強
さ
と
面
倒
見
の
よ
さ
が
、
社
会
人
と
し
て
の
責
任
と
倫

理
を
自
覚
す
る
多
く
の
教
え
子
を
育
て
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
先
生
の
ご
指
導
は
、
裁
判
官
、
弁
護
士
、
税
理
士
、
公
認
会
計
士

と
し
て
社
会
で
活
躍
す
る
ゼ
ミ
・
大
学
院
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
だ
け
で
な
く
、
専
門
家
と
し
て
の
道
を
歩
ま
な
か
っ
た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に
お

い
て
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
先
生
の
研
究
と
教
育
に
お
け
る
実
績
は
大
変
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
先
生
は
学
内
業
務
に
も
大
い

に
貢
献
さ
れ
た
。
通
信
教
育
部
学
習
指
導
主
任
、
学
生
総
合
セ
ン
タ
ー
副
部
長
（
三
田
支
部
）、
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
協
議
会

委
員
、
法
学
部
図
書
委
員
会
委
員
、
大
学
院
高
度
化
推
進
小
委
員
会
委
員
、
法
学
研
究
所
委
員
、
等
々
で
あ
る
。
私
が
学
部
長
に
就

任
し
て
か
ら
も
、
安
全
保
障
輸
出
管
理
委
員
会
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
そ
の
複
雑
さ
ゆ
え
私
が
ま
っ
た
く
理
解
で
き
な
か
っ
た
制

度
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
感
謝
し
て
も
し
き
れ
な
い
ほ
ど
お
助
け
い
た
だ
い
た
。

　

長
年
に
わ
た
る
先
生
の
法
学
部
お
よ
び
義
塾
へ
の
ご
貢
献
に
敬
意
と
感
謝
を
表
す
る
と
と
も
に
、
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍

を
心
か
ら
祈
念
し
、
本
号
を
進
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

二
〇
二
五
年
一
月

�

法
学
部
長　

堤　

林　
　

剣　
　




